
本年も環境教育実践センターにて、全ての方を対象に公開講演会を開催いたします。

国立大学法人 京都教育大学

環境教育実践センター公開講演会
令和７年度

環境教育実践センター
地域連携・広報委員会

原発事故から１５年後の被災地における
農業復興に向けた取り組み

東京電力福島第一原発の事故による放射性物質の拡散ののち、近隣の作物の汚染はいかに回避
されてきたのか、さらに事故から15年を迎えた被災地の農業復興に向けた取り組みについて、
演者の研究を中心に紹介します。

第 1回

3/14(土)

講師：久保堅司 氏　(農業・食品産業技術総合研究機構 上級研究員)
日時：2026年3月14日(土)  14：00～16：00　会場：京都教育大学 環境教育実践センター

定員各 40名全３回 参加費無料

こころとからだを元気にする食生活

「最近疲れやすい」「気持ちが沈みがち」…そんな悩みは、毎日の食べ方が原因かもしれません。
イライラを防ぐ食事のコツや、心を満たす味わい方、軽い運動から、こころとからだを元気に
整えるヒントを楽しく学ぶ講座です。

第２回

3/17(火)

講師：中本絵里 氏　(管理栄養士・健康運動指導士)
日時：2026年3月17日(火)  14：30～16：00　会場：京都教育大学 環境教育実践センター

雑草と食虫植物は似ている！？
～生きざまの意外な共通点～

抜いても生えてくる庭や道端の雑草。一方で、どこか人知れぬ居場所で虫を捕まえている食虫
植物。実はこれらの生きざまには意外な共通点がある。両極端な生態を通して、植物という生
き方の一端を紹介いたします。

第３回

3/25(水)

講師：野村康之 氏　(株式会社バイオーム　農学博士)
日時：2026年3月25日(水)  14：00～16：00　会場：京都教育大学 環境教育実践センター

申込は
裏面へ



京都教育大学 環境教育実践センター 公開講演会
　第 1 回　3 月 14 日 ( 土 )『原発事故から１５年後の被災地における農業復興に向けた取り組み』
　第 2 回　3 月 17 日 ( 火 )『こころとからだを元気にする食生活』
　第 3 回　3 月 25 日 ( 水 )『雑草と食虫植物は似ている！？～生きざまの意外な共通点～』

申込方法：二次元コード、あるいは下記ＵＲＬより、フォームへ必要事項を入力ください。
申込UＲＬ： https://forms.gle/5a4eQ7BywM9qEezHA

申込フォームを利用できない場合は、
【お問い合わせ先】のメールまたは FAXへ、
必要事項【お名前・ふりがな・ご所属 (学内 or 学外 )・
　　　　　電話番号・メールアドレス・参加希望講座】
上記の情報をお送りください。

申込期限は、各講演会の一週間前です。
申込は先着順となります。お早めにお申し込み下さい。

天候等により開催中止が見込まれる場合は、お申し込み時に入力いただいた
メールアドレス宛にお知らせします。

個人情報は、本イベントの運営に関して必要がある場合のみ利用します。
同意なく第三者に提供することはありません。

申込方法・注意事項

申込フォーム▲

京都教育大学　環境教育実践センター
〒612-8431　
京都市伏見区深草越後屋敷町 112 番地

・京阪本線　墨染駅　徒歩約８分
・近鉄京都線　伏見駅　徒歩約10分
公共交通機関をご利用いただき、
お車でのお越しはご遠慮ください。

アクセス

お問い合わせ先

京都教育大学　学術研究支援課研究支援グループ
　TEL: 075-644-8117
　　　 （9:00 ～ 12:30、13:30 ～ 17:00）
　　　 ※土日祝日を除きます
　FAX: 075-644-8182
　Mail: kankyou@kyokyo-u.ac.jp

https://forms.gle/8xqHRhBxXQET1oPb9

